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福岡県立 小倉工業 高等学校

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

　ものづくり技術立国日本の次代を切り拓く人材の育成。
　学校におけるあらゆる場面を有機的に活用し、各産業界で活躍できる技術者となれるよう、学習環境の充実、国家資格の取得、精神力の向上及び人間
力の育成を図り、自ら未来を切り拓くスペシャリストを育成します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

・基本的な知識や技術を習得し、活用できる考える力を育成。
・社会人として相手と相互に理解し合うためのコミュニケーション能力を育成。
・何事にも諦めない心を育む。
・技術者に必要なバイタリティーを育成。
・工業に関する課題を発見し、合理的かつ創造的に解決する力を育成。

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

・生徒の個々の進路希望に沿った「得意技コース制」や、選択授業制を導入。
・キャリア教育に沿った地元企業での就業体験の実施。
・社会で有意な国家資格取得を積極的に支援。
・高度熟練者による匠の世界に触れる機会を提供。
・課題研究（ものづくり）を充実。

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

・旺盛な学習意欲がある人。
・ものづくりへの興味・関心がある人。
・本校入学後の明確な目的意識がある人。
・何事にも取り組もうとする積極性がある人。
・将来、産業界で活躍しようとする志がある人。

学校運営計画（４月）
学校運営方針 変化の激しい時代を生き抜くため、高い志と意欲をもって新たな価値を生み出す倉工生の育成 評価

（総合）昨年度の成果と課題 年度重点目標 具体的目標

安全で安心な活力のある学校づくりを推進する。

危機管理意識の向上と対応能力を高めるため危機管理マニュアルの改善等を図る。

悩みやいじめの早期発見・早期対応による安心な学校環境づくりを推進する。

道徳教育、人権教育の充実と体験活動を重視し、規範意識と思いやりの心の育成を図る。

　 昨年度は、チーム倉工として「変化の
激しい時代を生き抜くため、高い志と意欲
をもって新たな価値を生み出す倉工生の
育成』を目指し、学習内容の定着やキャ
リア教育の充実を推進するとともに学校
行事やものづくりをとおした、特色ある教
育活動を実践した。
　また、ボランティア活動等をとおして、積
極的な情報発信を行うことが志願者増加
に繋がった。
　今年度は、工業教育、学校行事をとお
して、組織的・効果的な指導を実践すると
ともに、高大連携や施設充実を推進し、
次代を担う工業技術者の育成を目指す。

主体的に学ぶ態度やチャレンジ精神を育成し、創造力豊
かで確かな学力の向上を図る。

ＩＣＴの活用等わかる授業の創造に努め、学習のユニバーサルデザイン化を推進する。

授業五則を柱とした授業規律を徹底し、確かな学力とコミュニケーション力を定着させる。

創造性の育成に向けた学校行事や実験・実習等の体験的活動の充実を図る。

ものづくり技術立国日本の次代を担うスペシャリストとし
ての基礎的知識と技術・技能を習得させる。

教育活動全体を通じ計画的・組織的なキャリア教育を推進する。

産業人材育成事業を柱とする技術・技能教育を推進する。

３Ｓ｢整理・整頓・清掃｣活動を徹底する。

地域に開かれた魅力ある学校づくりを推進する。

「ものづくり」を中心に据えた地域貢献活動を推進する。

ＰＴＡ・同窓会との連携や外部評価を活用した魅力ある学校づくりの推進を図る。

積極的な学校情報の発信など効果的な広報活動に努める。

評価項目 具体的目標 具体的方策
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

教科指導
(教務)

生徒の学習内容の定着を図る

授業五則を定着させるため、HR委員による授業の自主点検活動を定期的に実施する
生徒による授業アンケート
HR委員による自主点検表

学習内容の定着を目指し、単元ごともしくは学期ごとの振り返りを実施する

生徒の出欠状況を毎朝、連絡用ホワイトボードで共有することで家庭との連携に生かす

生徒によるICT機器の効果的
な活用度をあげる

授業における単元ごとの振返りに一人一台端末を活用する
生徒による授業アンケート
教員のICT活用度アンケート

ICT機器を活用した授業割合を全授業の２０％以上にする

効果的なICTを活用した教材作成を目指し、ICT支援員による講習会を実施する

進路指導
(ｷｬﾘｱ教育)

キャリア教育による、適切な勤
労観・職業観の育成

北九州市と連携し、上級学校や企業と対面の説明会を実施する

生徒、保護者対象のアンケート職業観･勤労観の育成のため、２年全員にインターンシップを実施する

１・２年生に２社以上の工場見学を実施する

生徒指導

基本的生活習慣の定着と安全
意識の向上を図る

学校生活の中で常に５分前行動を意識して行動する力を育てる

生徒、保護者対象のアンケート交通ルールを含む学校生活の中の決まりを理解し、進んで守る態度を育てる

規範意識育成学習を年１回以上実施し、生徒の規範意識の醸成を図る

礼儀正しく、他者を思いやる心
をもって行動できる生徒の育
成を図る

アンケートを毎月（１２回以上）実施し、いじめ見逃し０を目指す

生徒、保護者対象のアンケート

３年生全員の進路先決定

４月～５月の進路説明会で保護者出席率８０％以上を目指す

生徒、保護者対象のアンケート就職・進学で第一希望先の合格者８０％以上を目指す

進路先決定までの過程の振り返りで満足度８０％以上を目指す

毎日相談ポストを確認し担任の面談等に活用し、いじめの未然防止に努める

丁寧な挨拶の徹底を図るためその場での改善指導を行う

広域および家庭や
地域との連携

（庶務）
各部署との連携を図り、円滑
な学校運営に努める

各分掌、事務室、PTA、同窓会と密に連携を図り、会議時間を１時間以内にする。 職員アンケート
生徒アンケート
入試志願状況

昨年度の反省を生かし、改善した学校行事を運営する

オープンスクールで、中学生の満足度を向上させ、志願者の増加に努める

特別活動
(生徒会等)

生徒会活動の活性化をとおし
て学校行事の充実を図る

生徒の主体性を育成し、生徒自ら計画、立案できるようにする

生徒、保護者対象のアンケート各種委員会の定例会議を年５回以上開催する

学内外のボランティア等に参加する場を設定する

部活動をとおして、帰属意識を
醸成する

部活動加入率を８５％以上を目指す

生徒、保護者対象のアンケート

（PTA)
PTA活動の充実

初めての委員にも分かりやすい活動の説明に努める

合同委員会でのアンケート委員以外にも、活動内容が伝わるように倉工祭での広報活動を行う

１ヶ月前に予定を告知することで、参加率の向上を図る

各部活動で設定した目標達成に向けて、役割をもたせ責任感を育てる

定期的に部活動集会を実施し、倉工生としての誇りを醸成する

学　年

（1学年）
当たり前のことを当たり前に継続で
きる生徒を育成する。

登校時間・授業開始、集会時などの時間の管理を徹底する

生徒、保護者対象のアンケート学校生活のルールを理解し、守ることのできる自己指導能力の高い生徒を育成する

授業5則を徹底し、日々の授業を大切にして基礎学力の定着を図る
(２学年)
自律心と責任感を育て、主体的に
行動できる生徒を育成する。

時間の管理と自己管理力の向上を図る

生徒、保護者対象のアンケート1人一役による主体性・リーダーシップの育成を図る

自らの課題を整理させ、主体的に解決できる力を育成する。
（３学年）　　　　　　　　　　　　　　進
路実現に向け、社会で通用する力
を再構築する。

確かな学力の定着と専門科目への理解を深め、工業分野における専門性の向上を図る

生徒、保護者対象のアンケート３Sの徹底をとおして、社会人として求められる基礎的態度の定着を図る

積極的なコミュニケーションを図り、相互理解を深め、安心・安全な学習環境を形成する

専門科
(工業)

(工業科全系・全科)
実験・実習における安全教育
および技術者育成

朝学習の時間帯を活用し、基礎学力向上を目指し、基礎学力診断テストでC１判定以上を目指す

実施回数及び資格取得等の状況実習での安全教育を実施する

実習における使用機器を含む環境の整備を行う

（機械系・機械科）
「事故災害０」

授業前準備、授業後整備を毎時間行う（１００時間以上）

実施回数、時間を月ごとに確認、把握

（電気系・電気科）
資格取得と実践的な指導によ
る電気技術者の育成

第二種電気工事士の過去問題を20回以上行い、合格率9割以上を目指す

実施回数及び資格取得等の状況第二種電気工事士の技能試験の候補問題を30回以上練習させ、合格率100%を目指す

ものづくりコンテスト電気工事部門出場者の練習を40回以上行い、入賞を目指す

毎月（年１２回）工作機械の点検並びに保全を行う

KYT活動を年１２回以上実施する

（機械系・電子機械科）
資格取得の推進と３S及び安
全教育の徹底

資格試験の8割以上の合格率を目指す。２・３年生の３割以上の生徒に技能士を取得させる

資格取得状況、実施回数、実施状況３Sを徹底し、実習開始前後の整備点検を毎時間行う

実習において各パートの開始時に危険予知活動を必ず行う

(化学系・工業化学科)
進路決定につながる工業教育
の充実を目指す。

安全教育を徹底し、事故０を目指す

安全教育の理解度、資格取得状況各種資格・検定試験において、８割以上の合格率を目指す

ものづくりコンテストにおいて、九州大会以上の出場を目指す

(電気系・電子科)
半導体人材育成と地域貢献

半導体関連企業または大学の講師による授業をを１，２年次にそれぞれ1回以上実施する               

実施回数及び資格取得等の状況実習前の点呼および使用器具点検により安全指導を毎時間行う

ものづくり教室等を年2回以上実施し地域に貢献する


